
　今
月
は
特
に
子
ど
も
た
ち
を

た
く
さ
ん
取
材
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
言

葉
に
は
、
自
分
を
し
っ
か
り
意

識
し
た
言
葉
や
親
や
周
囲
の
人

を
気
遣
う
つ
な
が
り
の
深
さ
を

感
じ
さ
せ
る
言
葉
も
聞
か
れ
ま

し
た
。
あ
ら
た
め
て
あ
い
さ
つ

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

▼
特
集
は
交
通
安
全
も
含
め
、

子
ど
も
た
ち
に
少
し
で
も
読
ん

で
も
ら
い
「
自
分
を
守
る
」
意

識
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
編
集
し
ま
し
た
。
家
庭
や

学
校
、
地
域
で
の
会
話
の
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

▼
裏
表
紙
の
新
コ
ー
ナ
ー
「
地

産
地
笑・

」。
ダ
ジ
ャ
レ
が
入
り
、

大
変
恐
縮
で
す
が
、
い
ち
の
へ

な
ら
で
は
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
話

題
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
食
べ
て
笑
顔
に
な
る
農
作

物
や
笑
い
が
絶
え
な
い
楽
し
い

サ
ー
ク
ル
な
ど
「
笑
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
話
題
が
あ
り
ま
し
た

ら
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

      

総
務
課
庶
務
係

　久
保
田
太
一
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◉広報いちのへ 5 月号の印刷経費は 1 部 41.0 円です

　「
子
育
て
支
援
ひ
ろ
ば
『
の
び
の
び
』」

は
今
年
四
月
か
ら
開
設
し
た
子
ど
も
た
ち

（
主
に
三
歳
児
未
満
）
と
子
育
て
す
る
お

母
さ
ん
た
ち
の
交
流
の
場
。
い
つ
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
、
親
も
子
も
打
ち
解
け
た

雰
囲
気
の
中
で
交
流
し
、
語
り
合
い
、
学

び
合
え
る
の
が
大
き
な
魅
力
で
す
。

　
ひ
ろ
ば
で
は
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
員
が
子
育
て
の
悩
み
や
相
談
に

気
軽
に
応
じ
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
古
舘
稲
子
セ
ン
タ
ー
長

は
「
子
ど
も
や
お
母
さ
ん
た
ち
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
信
頼
関
係
を

築
き
な
が
ら
、
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
く

場
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
里
帰

り
し
た
お
母
さ
ん
な
ど
も
気
軽
に
い
ら
し

て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
し
て
い
る
東
野
美
保
子
さ
ん
は

「
日
ご
ろ
の
子
育
て
の
不
安
や
疑
問
を
話

し
合
い
な
が
ら
、
交
流
で
き
る
の
は
と
て

も
心
強
く
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
も
喜
ん
で

遊
ん
で
い
ま
す
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

い ち の へ の

地　 産

地 　笑For Smile

子
育
て

支
援
ひ
ろ
ば

『
の
び
の
び
』

ママも子どももみんなのびのび

笑顔の花咲くひろばへようこそ。

◎子育て支援ひろば「のびのび」

開設日　平日の月・水・金
開設時間　9：30 ～ 14：30
場所　旧保健センター
　　　（役場庁舎隣り）
[問]　32-3770（FAX 兼用）

※
「
い
ち
の
へ
の
地
産
地
笑・

」
は
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
新
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

お話を聞いた東野美保子さん・玲佳ちゃん（2 歳）

Cert no. CU-COC-808041
広報いちのへは、環境に配慮し、大豆油インキと FSC 認証紙を使用しています。
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♥「生
い の ち

命と地球を抱
い だ

くまち ・一戸」の創造を目指して    

May.2009

自転車は進むよ

春風に乗って。

近未来警察
カシオペアと考える

防犯
特 

集

自
転
車
で
駆
け
抜
け
る
奥
中
山
小
学
校
（
佐
藤
毅

校
長
、児
童
百
三
十
四
人
）
の
中
島
茄
歩
さ
ん
（
六

年
）。
同
校
で
は
交
通
安
全
教
室
を
四
月
二
十
八

日
に
行
い
、
児
童
た
ち
は
自
転
車
の
正
し
い
乗
り

方
を
学
び
、
二
戸
警
察
署
管
内
で
初
の
自
転
車
免

許
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。（
関
連
記
事
は
２
㌻
）

◎
さ
っ
そ
う
と
笑
顔
で
安
全
運
転
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町
内
各
地
で
一
斉
に
行
わ
れ
た

交
通
安
全
教
室

　
「
信
号
を
確
認
し
た
ら
、
右
を

見
て
左
を
見
て
、
も
う
一
度
右
を

見
た
ら
手
を
上
げ
て
進
み
ま
す
」

と
交
番
所
員
や
交
通
指
導
隊
（
永

田
忠
志
隊
長
、
隊
員
十
四
人
）
が

身
振
り
を
交
え
て
熱
心
に
子
ど
も

た
ち
に
話
し
ま
す
。

　

日
一
日
と
温
か
く
な
る
四
月
、

安
全
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
理

解
し
、
進
ん
で
き
ま
り
を
守
り
安

全
に
行
動
で
き
る
態
度
や
能
力
を

養
う
こ
と
を
目
的
に
、
町
内
の
各

保
育
施
設
や
小
中
学
校
で
は
交
通

安
全
教
室
が
一
斉

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
で

は
子
供
会
な
ど
が

主
催
し
て
交
通
安

全
や
防
犯
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る

自
転
車
教
室
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
全
を
み
ん
な
が
、
自
分
が
守
る

　

一
戸
小
学
校
（
小
山
田
四
一
校

長
、
児
童
数
百
九
十
五
人
）
で
は

四
月
十
七
日
、
交
通
安
全
教
室
を

行
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち
に
安
全

に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
お
う
と

出
動
し
た
交
通
指
導
隊
は
五
人
。

　

鮮
や
か
に
晴
れ
上
が
っ
た
こ
の

日
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
全
児
童
が
交
通
安
全
を
学
び
ま

し
た
。
一
・
二
年
生
は
安
全
な
歩

行
、
三
年
生
以
上
は
道
路
で
の
自

転
車
の
乗
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

 

一
・
二
年
生
は
道
路
で
実
際
に
危

険
を
予
測
し
な
が
ら
、
安
全
に
歩

く
動
作
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
の

春
入
学
し
た
一
年
生
の
中
に
は
一

生
懸
命
に
学
ん
で
歩
き
、
疲
れ
て

い
る
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

安
全
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
た
実

り
多
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
で
守
る
大
切
な
命
。

交通安全

た
く
さ
ん
の
目
、
手
、
言
葉
で
子
ど
も
た
ち
を
育
む
。

春
、
新
学
期
に
町
内
で
行
わ
れ
た
交
通
安
全
教
室
を
レ
ポ
ー
ト

㊤摺糠へき地保育所で行われた交通安全教室
は、たくさんの保護者が参加して道路の渡り
方や横断歩道の歩き方を学んだ。㊨県立盛岡
みたけ支援学校奥中山校で地域にある踏切の
渡り方を学ぶ生徒たち。㊧小鳥谷中学校では
自転車の正しい乗り方を実技を交えて学んだ。

町交通指導隊

永田忠志隊長

わたしたちは４月に 12 日間、町内
で交通安全教室を行いました。子ど
もたちが安全に気を付け、元気に過
ごしてくれることがやりがいです。

子どもたちは
安全で元気に

鳥海保育所　村中咲心さん

交通安全の呼び掛けに活躍

ちびっこ一日警察署長

安
全
を
み
ん
な
が
、
自
分
が
守
る

一戸小学校 2 年

松田光矢さん

交通安全が良く分かりました。交通
安全に十分に注意、確認していきま
す。警察や交通指導隊の皆さん、教
えてくれてありがとうございました。

教えてくれて
ありがとう

みどり子供会

田口鈴子会長

地域の方の協力を得て、子どもたち
と自転車の乗り方を勉強しました。
子どもたちが安全を心掛け親を悲し
ませることがないようにと願います。

親を悲しませ
ないようにね

小鳥谷中学校１年

葦名翔佑さん

道路での自転車の乗り方が分かりま
した。自転車に乗るのは自分。いつ
も今日のことを忘れず、自分の命を
しっかり守れるよう気を付けます。

命を守るため
気を付けたい

県立盛岡みたけ

支援学校奥中山校

後藤七海さん

道路を渡る時には右左、そして右を
気を付けました。散歩が好きなので、
今日教えてもらったことを気を付け
て散歩を楽しみたいです。

気を付けて
散歩したい

摺糠へき地保育所

坂本碧海くん

教室では、横断歩道でお母さんと右
左右を見て渡ることができました。
信号が変わるのが早かったです。こ
れからも交通安全に気を付けます。

お母さんと横
断歩道渡れた

←みどり子供会主催で稲荷神社境内（西法寺稲荷）で行われた
自転車教室（4 月 12 日）。保護者や南小学校の先生も参加した。

　鳥海保育所に通う村中咲心さん
は 4 月 13 日、園児や地域住民に
交通安全を呼び掛ける「ちびっこ
一日警察署長」に任命されました。
　二戸警察署で任命書の交付を受
けた咲心さんはさっそうとパト
カーに乗り込み、町内の保育所や
幼稚園などを巡回しました。
　「道路で遊んだり飛び出さない
ないでください。お家の人にも交
通事故に気を付けるよう言ってく
ださい」と元気に呼び掛けました。

❀

↑一戸小学校で行われた交通安全
教室。さわやかな風が吹きぬける中、
児童たちは安全への理解を深めた。 Interview◎交通安全教室の参加者にお話を聞きました

■奥中山小学校では自転車免許証を交付

　免許証交付を受けた西舘大さん（6 年）は
「自転車で遊ぶ時は交通安全に気を付けます。

免許証は家の人に自慢します」と笑顔。
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近未来警察

カシオペア

子
ど
も
た
ち
を
狙
う
犯
罪

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

警
察
庁
の
﹃
警
察
白
書
：
平
成

二
十
年
﹄
に
よ
る
と
平
成
十
九

年
の
十
三
歳
未
満
の
子
ど
も
の

被
害
件
数
は
三
万
四
、四
五
八
件

と
前
年
よ
り
一
、五
〇
一
件
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

全
被
害
件
数
に
対
す
る
子
ど

も
の
被
害
件
数
の
内
、
特
に
高

い
割
合
の
罪
種
は
、
略
取
誘
拐
、

強
制
わ
い
せ
つ
、
公
然
わ
い
せ

つ
、
殺
人
。
親
と
し
て
、
地
域

と
し
て
ま
っ
た
く
安
心
で
き
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
防
犯
ブ
ザ
ー
の
配
布

や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
登
下
校

時
の
見
守
り
、
地
域
で
の
防
犯

教
室
な
ど
防
犯
力
を
高
め
る
活

動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を

守
っ
て
い
く
こ
と
、
子
ど
も
た

ち
が
「
自
分
を
守
る
力
」
を
は

ぐ
く
む
こ
と
は
、
わ
た
し
た
ち

大
人
の
重
要
な
課
題
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
そ
の
課
題
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
を
こ
の
特

集
で
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

と考える

防犯
特 

集

　右のグラフをご覧ください。これは平成 20 年の
岩手県「子どもに対する声掛け事案」認知件数です。
全体のうち、幼児と小学生で半数を超えています。
　そこで、幼いころから防犯の大切さをなるべく分
かりやすい形で子どもたちに伝えたいと結成したの
が、この「近未来警察『カシオペア』」です。
　演技を行う二戸警察署の若手警察官は通常業務を
こなしながら、夜勤明けや休日なども返上し、練習
を重ねています。そして、幼稚園、保育所での防犯
教室や二戸管内イベントなどで活動しています。
　子どもたちが劇に夢中になって踊ったり、笑った
りしながら、「犯罪から自分の身を守る大切さ」を
感じてもらえればうれしく思います。ご要望があれ
ば、二戸警察署（23-0110）までご連絡ください。

自分の身を守る大切さ

わかりやすく伝えたい

二戸警察署　生活安全課

蒲生佑子少年補導職員

この地域には子どもたちの安全を守るために立ち上がったヒーローがいます。

そのヒーローの名は「近未来警察カシオペア」

二戸警察署の若手警察官が子どもたちに「犯罪から自分を守る」ことを伝えようと

二戸管内の幼稚園や保育園での防犯教室やイベントなどで活躍しています。

近未来警察カシオペアと「犯罪から子どもを守ること」を考えていきましょう。

★くのへグリーン
得意技：かっぽれボンバー

★いちのへブルー
得意技：なぎなタイフーン

★にのへレッド
得意技：南部せんべい手裏剣

★かるまいイエロー
得意技：木炭アタック

★じょうぼうじピンク
得意技：うるしビーム

★イグネー魔人
得意技：雑穀ボール、ひめほたるスクリュー

★さっちゃん
好きな物：お菓子

加藤俊寛巡査

署所在地

こ れ か ら 生 活 し て い く 中
で、怖い思いをしたら、必
ず誰かに相談するようにし
よう。

怖いときは

相談しよう

葛巻大介巡査

一戸交番

「イカのおすし」を一人で
も多くの子どもに覚えても
らうことが、わたしたちカ
シオペアの願いです。

覚えてほしい

イカのおすし

阿部克史巡査

金田一駐在所

暖かくなってくると、イグ
ネー魔人も元気になるから

「イカのおすし」を守って
元気に楽しく遊ぶんだよ。

イカのおすし

を守ろうね

赤坂研治巡査長

生活安全課

怪しい人に声を掛けられた
ら、大きな声で「助けて」
と叫ぶんだよ。カシオペア
が助けに行くからね！

大きな声で

さけぼう

太田代一彦巡査

軽米駐在所

怖いことや、怪しい人に声
を掛けられた時には、小さ
なことでも、お父さん、お
母さんに知らせてね☆

小さなこと

も知らせて

松浦久之巡査

浄法寺駐在所

外で遊ぶ時の注意点。あい
さつする習慣をつけてね。
周りの人に「僕はここで遊
んでいるよ」と知らせよう。

あいさつする

習慣をつけて

平間紗知巡査

一戸交番

カシオペアと一緒に、地域
全体で子どもたちが楽しく
元気に遊べるよう、見守っ
ていきましょう。

地域全体で

見守ろう

5      2009 年 5 月号

近未来警察カシオペア第 3 回公演が一戸幼稚園で１月
28 日に行われました。同幼稚園、楢山へき地保育所
らの園児約 40 人が、防犯について楽しく学びました。

◎平成 20 年岩手県「子どもに対する声掛け事案」認知件数
資料提供：二戸警察署

小学生
83 件

中学生
31 件

幼児
1 件

高校生
37 件

県全体
152 件

「
二
戸
の
平
和
は
わ
た
し
た
ち
が
守
る
！
」
合
体
技
：
カ
シ
オ
ペ
ア
ラ
ン
チ
ャ
ー

「
こ
れ
か
ら
、

お
前
を
さ
ら
っ
て
行
く
の
さ
！
」

「
誰
か
助
け
て
！
」
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「
声
掛
け
事
案
」
は
本
町
に
も

そ
の
特
徴
と
対
策
と
は

　

右
表
は
平
成
十
九
、二
十
年
の

過
去
二
年
間
の
「
子
ど
も
に
対

す
る
声
掛
け
事
案
」
を
ま
と
め

た
も
の
。
幸
い
「
誘
拐
」
の
被

害
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
も
の

の
（
平
成
二
十
年
は
岩
手
県
で

「
誘
拐
」
は
二
件
発
生
）、「
子
ど

も
に
対
す
る
声
掛
け
事
案
」
は

本
町
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
審
者
の
話
を

聞
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
危
険

な
目
に
遭
わ
な
い
か
と
不
安
に

身
を
隠
せ
る
﹃
見
え
に
く
い
場

所
﹄
や
、
塀
の
無
い
駐
車
場
な

ど
犯
罪
者
が
怪
し
ま
れ
ず
出
入

り
で
き
る
﹃
入
り
や
す
い
場
所
﹄

は
危
険
で
す
。
地
域
の
空
き
地

や
建
物
の
管
理
、
危
険
箇
所
を

な
く
す
こ
と
も
地
域
で
話
し
合

い
、
考
え
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り

が
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

ど
も
と
地
域
を
歩
き
、「
子
ど
も

一
一
〇
番
の
家
」
や
交
番
の
場

所
、
危
険
な
場
所
を
確
認
す
る

な
ど
し
て
、
自
分
の
身
を
守
る

行
動
を
教
え
る
こ
と
も
大
切
。

　

保
護
者
が
気
を
付
け
る
点
に

つ
い
て
は
「
子
ど
も
の
話
を
よ

く
聞
き
、
子
ど
も
の
様
子
や
服

装
な
ど
に
い
つ
も
と
違
う
点
が

な
い
か
を
注
意
す
る
こ
と
。
そ

れ
に
は
普
段
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
」
と
稲
部
所
長
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
は
、
学

校
や
保
護
者
、
警
察
な
ど
の
関

係
機
関
だ
け
で
な
く
、
地
域
全

体
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪

か
ら
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
は

　わたしはこの春から一戸交番
に着任しました。
　一戸町は自然の景色が鮮やか
で美しい町という印象を受けま
した。地域の皆さんもとても優
しくて温かく接していただき、
安心しています。
　これから実際に地域を歩き、
町の皆さん、所員たちとともに
この地域に合った防犯対策を考
えていきましょう。
　わたしたちもがんばっていき
たいと思います。よろしくお願
いします。

地域に合った防犯対策を

二戸警察署一戸交番

稲部　馨所長

子どもに
潜

ひ そ

む危機
子どもが犠牲になる痛ましい事件が

後を絶ちません。

その前兆と思われる声掛け事案は

二戸警察署管内、町でも報告されています。

わたしたちの地域も例外ではありません。

現状からその対策を考えます。

域
の
人
に
会
う
た
び
に
あ
い
さ

つ
で
き
る
こ
と
も
重
要
。コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
優
れ
た
地

域
は
、
不
審
者
を
近
づ
け
な
い

犯
罪
の
抑
止
力
が
あ
る
地
域
と

い
え
ま
す
」
と
指
摘
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
保
護
者

地
域
が
で
き
る
こ
と
と
は

　
保
護
者
は
、
子
ど
も
の
安
全

を
守
る
た
め
に
ど
ん
な
心
掛
け

が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

　

二
戸
警
察
署
一
戸
交
番
稲
部

馨
所
長
は
「
日
ご
ろ
か
ら
一
人

に
な
ら
な
い
こ
と
や
危
な
い
場

所
に
近
づ
か
な
い
こ
と
、
出
掛

け
る
と
き
は
家
の
人
に
必
ず
知

ら
せ
る
こ
と
を
徹
底
さ
せ
ま

し
ょ
う
」
と
話
し
ま
す
。

　

話
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
子

　まだ判断力や体力が十分発達
していない子どもたちだけで防
犯対策をとることは難しく、地
域全体での見守りが大切です。
　この二戸地域は防犯に関する
ボランティア活動も活発で、地
域でのコミュニケーションも盛
んに行われ、地域力が高いと感
じています。その高い地域力を
活かして、子どもの登下校を見
守るだけでなく、さらに子ども
たちの行動そのものや成長を知
ることで、安全を守る力は一段
と高められると思います。

高い地域力を活かして

二戸警察署生活安全課

中村和明係長

　　　　◎身を守る魔法の呪文「いかのおすし」　　　　　　　　子どもたちはこれをしっかり覚えておこう

感
じ
る
親
や
地
域
の
人
も
多
い

の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
に
接
し
よ
う
と
す
る

不
審
者
は
ど
ん
な
特
徴
を
持
ち
、

子
ど
も
た
ち
は
対
策
を
ど
の
よ

う
に
と
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
。

　

二
戸
警
察
署
生
活
安
全
課
の

中
村
和
明
係
長
は
「
不
審
者
の

情
報
は
時
期
的
に
冬
か
ら
春
に

掛
け
て
、
特
に
五
～
六
月
が
多

く
な
り
ま
す
。
時
間
的
に
は
夕

方
の
下
校
時
間
が
危
険
で
す
。

た
だ
し
、
朝
の
登
校
時
間
で
も

不
審
者
の
報
告
が
あ
り
、
油
断

は
で
き
ま
せ
ん
」
と
話
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
と
る
対
策
は

「
な
る
べ
く
集
団
で
、
人
目
の
あ

る
道
路
を
登
下
校
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
地

いか

の

お

す

し

い
・

か
・

ない　　　　　　「お菓子があるよ」…知らない人についていかない

の
・

らない　　　　　　「車で送っていくよ」…知らない人の車に乗らない

お
・

おきな声でさけぶ　急につかまれた…危ない時は、おおきな声でさけぶ

す
・

ぐ逃げる　　　　　あやしい人が近づいて来た…大人の所へすぐ逃げる

し
・

らせる　　　　　　知らない人がついてくる…すぐに大人に知らせる

いか

の

お

す

発生日 地区 内　容

平成 19 年
1 月 24 日 軽米町

男が帰宅途中の女子高生に「ちょっと待っ
て、忙しくなかったら遊ばない？」と声を
掛けた。

1 月 24 日 二戸市 20 代～ 30 代の男が女子高生の背中に手を
回し「キスしていい？」と声を掛けた。

2 月 1 日 九戸村
車に乗った男が男子中学生に「お母さんが
運転している車が事故に遭った」と声を掛
けた。

2 月 2 日 二戸市 車に乗った男 2 人が帰宅途中の女子高生に
「乗って行かないか？」と声を掛けた。

2 月 4 日 二戸市
自転車に乗った男が帰宅途中の男子小学生
に「どこへ行くの？乗せてくよ」と声を掛
けた。

3 月 13 日 九戸村
自転車に乗った知らない男が下校途中の小
学生男児に「家はどこ？乗っていくか？」
と声を掛けた。

5 月 1 日 軽米町
軽トラックに乗った男が帰宅途中の女子小
学生に「送るから車に乗って」と声を掛け
た。

6 月 16 日 一戸町
男が車で近づきながら男子中学生に「君の
お母さんが事故に遭ったから一緒に行こ
う」と声を掛けた。

7 月 23 日 九戸村
中年男性の車が児童 3 人に近づき、たわい
もない会話をした。さらに 5 人の男児にも
話し掛けた。

11 月 10 日 二戸市 中年男性が女子中学生に近づき電話番号を
訪ね「一緒に盛岡に行こう」と声を掛けた。

11 月 16 日 軽米町 車に乗った男が女子高生に手招きし、電話
番号を訪ねた。

平成 20 年
4 月 29 日 二戸市

マスクと帽子を着用した不審な男が帰宅途
中の男子中学生に「ちょっとついて来て」
と声を掛けた。

10 月 12 日 一戸町 男が男子小学生に近寄り、ひわいな言葉で
声を掛けた。

■危険な時は駆け込もう

　地域には黄色いのぼりを設置して
いる「子ども 110 番の家」があります。

◎平成 19・20 年二戸警察署管内「子どもに対する声掛け事案」

二戸警察署　生活安全課調べ

◎子ども 110 番の家
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て

も
我
が
子
と
同
じ
気
配
り
を
お

願
い
し
ま
す
。
あ
い
さ
つ
し
、

一
人
で
い
る
子
に
は
一
声
掛
け

る
だ
け
で
子
ど
も
も
安
心
す
る

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

犯
罪
が
起
き
や
す
い
場
所
に

つ
い
て
稲
部
所
長
は
「
使
わ
れ

て
い
な
い
空
家
な
ど
犯
罪
者
が

万が一、危険な目に
遭った時にはすぐに
駆け込み、助けを求
めましょう。
　警察に通報してく
れたり、子供の安全
を守ってくれます。
←「子供 110 番の家」は
　こののぼりが目印です。

★イグネー魔人：

「お菓子もゲームもあるよ。
だから、いっしょに行こうよ」

★さっちゃん：

「うわ～、お菓子大好き !!」
行っちゃだめだよ。さっちゃん。

　「いかのおすし」
　のダンスを踊る
★いちのへブルー

近未来警察

カシオペアと考える防犯特 

集Interview地域の防犯のために



地域で取り組む
町にも住民の安心を守る強い味方がいます。

そのなかで中心的な活動を担っている町防犯隊。

ここでは、その活動の様子を紹介します。

　わたしがこの活動を始めた
きっかけは、自衛隊ＯＢの方た
ちから地域住民のために何かし
ようと声を掛けていただいたこ
とです。
　この活動の魅力は住民からの
感謝の言葉とかけがえのない隊
員とのつながりです。住民の役
に立っていると考えるとうれし
いし、隊員もいろいろな職業の
人がいて、心強く思います。
　これまで皆さんのご協力もあ
り、事故などもなく活動を続け
てきました。今後もわたしたち
と犯罪のない地域づくりを続け
ていきましょう。　 域

の
人
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

５
時
35
分
、
次
は
姉
帯
地
区

の
町
道
を
パ
ト
ロ
ー
ル
。

　

５
時
45
分
、
小
井
田
隊
長
は

「
日
が
長
く
な
っ
て
き
た
け
ど
、

早
め
に
ラ
イ
ト
を
つ
け
よ
う
」

と
話
し
、
ラ
イ
ト
が
灯
り
ま
す
。

　

６
時
、
小
鳥
谷
駅
に
到
着
。

ト
イ
レ
の
安
全
確
認
を
行
う
小

井
田
隊
長
。「
異
常
な
し
」の
声
。

　

こ
こ
か
ら
駒
木
地
区
、
平
糠

方
面
へ
向
か
い
ま
す
。
日
も
暮

れ
て
暗
く
な
り
、
人
影
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

６
時
35
分
、
平
糠
か
ら
小
繋
、

高
屋
敷
地
区
を
巡
回
し
ま
す
。

　

７
時
、
一
戸
駅
前
商
店
街
を

巡
回
し
、
役
場
に
到
着
。
日
誌

を
書
き
パ
ト
ロ
ー
ル
終
了
で
す
。

　
「
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
」。

　

午
後
５
時
。
役
場
に
小
井
田

武
志
隊
長
と
安
江
政
一
班
長
が

集
合
し
ま
し
た
。
今
日
は
小
鳥

谷
地
区
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
す
。

　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
運
転

席
に
安
江
班
長
、
助
手
席
に
小

井
田
隊
長
が
乗
り
込
み
ま
す
。

青
色
回
転
灯
を
回
し
、
防
犯
や

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
る
放
送

を
開
始
し
て
出
発
。
安
江
班
長

は
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、

小
井
田
隊
長
は
不
審
な
箇
所
が

な
い
か
、
あ
た
り
を
見
回
し
な

が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

　

５
時
15
分
、
姉
帯
支
所
に
到

着
。
い
っ
た
ん
降
り
て
建
物
な

ど
の
安
全
を
確
認
し
ま
す
。
こ

こ
か
ら
面
岸
方
面
へ
向
か
い
ま

す
。
防
犯
車
を
見
て
、
手
を
振

る
子
ど
も
や
あ
い
さ
つ
す
る
地

行
う
も
の
。

　

運
転
者
は
県
警
本
部
長
か
ら

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
者
証
の
交
付

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

九
人
の
隊
員
は
二
戸
警
察
署
で

受
講
し
、
全
員
が
交
付
を
受
け

て
町
内
全
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

安
江
政
一
班
長
は
「
以
前
は
、

防
犯
を
呼
び
掛
け
る
音
声
を
流

す
だ
け
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
青
色
回
転
灯
を

装
備
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
地
域
の

人
た
ち
は
防
犯
車
に
注
目
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
周
囲

を
走
る
車
両
も
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
、

そ
の
効
果
を
話
し
ま
す
。　

祭
り
な
ど
の
地
域
の
各
種
行
事

で
は
防
犯
の
予
防
警
戒
や
青
少

年
の
非
行
防
止
の
た
め
に
巡
回

し
、
警
察
や
学
校
、
地
域
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
犯
罪
や
事
故

か
ら
地
域
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
七
月
に
は
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
町
防
犯
車
に
二

戸
警
察
署
管
内
で
初
め
て
青
色

回
転
灯
を
装
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
青
色
回
転
灯
は
、
警
察

か
ら
認
定
を
受
け
た
団
体
が
一

般
の
自
動
車
に
青
色
回
転
灯
を

装
備
し
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

　町防犯協会中山支部（中島邦雄支部長）は昨年 8
月に青色防犯灯を装備。会員が地域の安全を守るた
め、2 台の青色防犯パトロールカーで活動しています。
　齋藤満男さん（奥中山西田子）は「5 年ほど前か
ら防犯のチラシ配布などの活動を始めました。これ
まで地域に防犯と交通安全の旗や育成会とともに立
看板の設置などの活動を行っています。青色回転灯
を装備することで防犯と安全への活動の幅が広がり
ました。今後も地域住民や警察の方と連携し、地区
全体のためにがんばります」と話してくれました。

地域住民を守る

防犯の強い味方

　

一
戸
町
防
犯
隊
（
小
井
田
武

志
隊
長
、
隊
員
九
人
）
の
活
動

は
昭
和
五
十
二
年
に
始
ま
り
ま

し
た
。
当
時
の
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
を

中
心
と
す
る
メ
ン
バ
ー
で
地
域

住
民
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
を

始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

そ
こ
で
犯
罪
の
予
防
や
事
故
な

ど
の
防
止
の
た
め
に
活
動
し
よ

う
と
防
犯
隊
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

主
な
活
動
は
年
間
を
通
じ
て

町
防
犯
車
で
巡
回
広
報
、
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
ま
す
。
お

町防犯隊のパトロールに同行

取材を行いました。（4月12日）

4 月 8 日に行われた町防犯隊辞令交付式で決意を新たにした町防犯隊員たち。

ともに犯罪のない
地域づくりを

小井田武志町防犯隊長
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奥中山地区にも配備された
青色防犯パトロールカー

町防犯協会中山支部

青色防犯パトカーと齋藤満男さん、昆博泰巡査部長

★いちのへブルー

子どもたち、
防犯ブザーの使い方も
しっかり覚えよう。

姉帯支所で「パトロールに出発」17：15小鳥谷駅トイレにて「異常なし」18：00日が暮れ、平糠から小繋へ向かう18：35パトロール終了。異常なしです。19：00

近未来警察

カシオペアと考える防犯特 

集
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家
の
人
か
ら
は
、
近
道
に
は

不
審
者
が
い
る
可
能
性
が
あ
る

か
ら
気
を
付
け
る
よ
う
に
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
あ
い
さ
つ
が
好
き
で
、

み
ん
な
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ

う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
あ
い

さ
つ
を
す
る
と
近
所
の
人
た
ち

ぼ
く
は
、
防
犯
教
室
や
交

通
安
全
教
室
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
防
犯
教
室
で
は
危

険
を
感
じ
た
ら
大
き
な
声
を
出

し
て
防
犯
ブ
ザ
ー
で
身
を
守
る

こ
と
、
交
通
安
全
教
室
で
は
左

右
確
認
し
て
、
も
う
一
度
確
認

す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。（　

）

ま
す
。
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
し
、
多
く
の
目
で
児
童
を

見
守
る
こ
と
は
、
大
き
な
防
犯

力
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
域
で
は
子
ど
も
会
な
ど
が

主
と
な
り
、
自
転
車
教
室
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
関
屋
公
民

館
な
ど
で
は
育
成
会
の
取
り
組

み
を
公
民
館
事
業
に
組
み
入
れ

て
い
た
だ
き
、
地
域
一
体
で
子

ど
も
を
育
て
る
地
域
力
を
感
じ

ま
す
。
長
い
教
員
生
活
で
も
、

こ
の
よ
う
な
熱
心
な
地
域
活
動

は
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
地
域
に

育
て
ら
れ
て
い
る
思
い
を
持
た

せ
た
い
し
、
そ
の
愛
着
や
誇
り

を
ふ
る
さ
と
に
返
せ
る
よ
う
な

人
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

一
戸
南
小
学
校
で
は
、
防

犯
に
つ
い
て
「
自
分
で

自
分
の
命
を
守
る
力
」
を
つ
け

て
い
く
こ
と
が
大
事
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
危
険
を
予
知

し
た
り
避
け
た
り
す
る
行
動
力

で
す
。
た
だ
知
識
を
身
に
付
け
、

机
上
で
の
学
習
に
終
わ
る
だ
け

で
な
く
、
生
活
に
活
か
せ
る
実

践
力
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

児
童
が
防
犯
力
を
つ
け
る
こ

と
同
様
に
、
あ
い
さ
つ
な
ど
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

な
が
ら
、
地
域
の
人
に
児
童
を

見
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
重

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

実
際
に
登
下
校
時
に
は
、
児

童
に
優
し
く
、
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
る
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ら
、
危
な
く
な
い
よ
う
見
守
り

ま
す
。
学
校
か
ら
家
が
遠
い
と

思
う
子
に
は
、
一
緒
に
家
や
保

護
者
が
迎
え
に
来
る
所
ま
で
送

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
天
気
の

悪
い
日
ほ
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

安
全
に
通
学
で
き
る
か
と
気
に

な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
あ
い

さ
つ
し
ま
す
。
わ
た
し
が
買
い

物
を
し
て
い
て
、
会
っ
た
と
き

で
も
「
サ
ポ
ー
ト
さ
ん
」
と
声

を
掛
け
て
く
れ
ま
す
。
孫
同
様

に
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
と

て
も
か
わ
い
い
も
の
で
す
。

　

学
校
、
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
全
体
の
み
ん
な
の
目
で
子

ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

通
学
す
る
子
ど
も
を
見
守

る
一
戸
小
学
校
キ
ッ
ズ

サ
ポ
ー
ト
は
五
年
ほ
ど
前
か
ら

始
め
ま
し
た
。
郵
便
局
を
退
職

し
、
町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
で
活
動
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

学
校
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
巻
き
込
ん
だ
事
件

や
事
故
に
心
を
痛
め
て
い
ま
し

た
し
、
仕
事
で
お
世
話
に
な
っ

た
地
域
の
方
に
何
ら
か
の
恩
返

し
が
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
も

あ
り
ま
し
た
。
活
動
は
「
で
き

る
範
囲
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
内
で

や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

活
動
は
、
子
ど
も
の
下
校
時

間
に
一
戸
駅
前
の
道
路
に
立
ち
、

あ
い
さ
つ
な
ど
声
を
掛
け
な
が

た
ら
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

は
一
生
懸
命
に
ぼ
く
を
探
し
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
気
を
付

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
登
校
班
の
班
長
も
し

て
い
ま
す
。
下
級
生
の
安
全
に

も
気
を
配
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

は
笑
顔
で
「
お
帰
り
な
さ
い
」

と
返
事
を
し
て
く
れ
、
と
て
も

良
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
地
域
の
人
た
ち
に

知
っ
て
も
ら
い
、
守
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。

　

も
し
も
、
危
険
な
目
に
遭
っ

子
ど
も
が
「
自
分
の
命
を
守
る
」

行
動
力
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

あ
い
さ
つ
が
好
き
で
す
。

地
域
に
守
ら
れ
る
感
じ
が
し
ま
す
。

孫
同
様
、
地
域
の
子
は
か
わ
い
い
。

み
ん
な
で
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

つながりは防犯力
子どもを見守るスクールガード、熱心に活動

されている先生と児童の話から防犯と学校、

家庭、地域のつながりを考えてみましょう。

一
戸
小
学
校
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
ト

山
火
清
孝
さ
ん

（
高
善
寺
蒼
前
久
保
）

一
戸
南
小
学
校
（
六
年
）

野
田
龍
之
介
交
通
安
全
会
長

一
戸
南
小
学
校

槻
舘
行
男
校
長

自分や仲間を守れるように

大切な人を悲しませないように

学校で、家庭で、地域で話し合おう

わたしたちには強い味方がいる

地域力は防犯力

一戸駅前で児童を見守る山火さ
ん。南小学校の通学路でもある。

春には、保護者、先生、スクー
ルガードが通学を見守ります。

登校班では上級生が下級生の安
全をしっかり見届けています。

一戸小学校新入生の下校を見守る先生、保護者、山火さん。

　　　　　　　　「子どもたち、自分を守るためには」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 安全で安心な地域づくりに向けて

→

近未来警察

カシオペアと考える防犯特 

集



今年度、ポンプ操法に取り組む鳥海小学校少年消防クラブのメンバー（6 年生）
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わ
た
し
た
ち
の
活
動
が

防
災
に
役
立
て
れ
ば
う
れ
し
い

          一戸人
いちのへびと

きらり

優
良
な
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
贈
ら
れ
る
シ
ル
バ
ー
消
太
賞
を
受
賞
し
た

鳥
海
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

総
務
省
消
防
庁
で
三
月
二
十
七
日

に
行
わ
れ
た
少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
２
０
０
９
で
優
良

少
年
ク
ラ
ブ
と
し
て
シ
ル
バ
ー
消
太

賞
（
岩
手
県
で
三
団
体
）
を
受
賞
し

た
鳥
海
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
。

　

同
ク
ラ
ブ
は
平
成
五
年
に
結
成
さ

れ
、
鳥
海
小
学
校
三
年
生
以
上
で
組

織
し
て
い
る
。
地
域
の
消
防
団
な
ど

の
指
導
や
協
力
を
受
け
て
訓
練
を
重

ね
、
町
消
防
演
習
で
ポ
ン
プ
操
法
と

分
列
行
進
な
ど
を
披
露
。
運
動
会
で

も
ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
す
る
な
ど
、

町
内
の
防
災
活
動
、
防
火
意
識
の
高

揚
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
活
動
が
認

め
ら
れ
、
今
回
の
栄
誉
に
輝
い
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
木
戸
伸
太
郎

さ
ん
（
六
年
）
は
「
今
回
の
受
賞
は

思
っ
て
も
い
な
い
知
ら
せ
で
し
た
が
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く

は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
指
示
を
出
す

役
目
。
同
級
生
、
下
級
生
と
い
っ
し
ょ

に
仲
の
良
さ
、
絆
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
見
せ
ら
れ
る

よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」
と
喜
び
と
決

意
の
言
葉
を
話
し
て
く
れ
た
。

　

與
羽
彩
花
さ
ん
は
「
先
輩
た
ち
が

活
動
を
何
年
も
続
け
も
ら
っ
た
賞
。

手
足
の
振
り
方
な
ど
、
訓
練
は
厳
し

い
け
れ
ど
、
消
防
団
で
活
躍
す
る
か
っ

こ
い
い
お
父
さ
ん
の
よ
う
に
が
ん
ば

り
た
い
。
み
ん
な
と
き
っ
と
で
き
る

と
思
い
ま
す
」
と
目
を
輝
か
せ
る
。

　

木
戸
さ
ん
、
與
羽
さ
ん
は
「
わ
た

し
た
ち
の
活
動
が
防
災
に
役
立
て
れ

ば
う
れ
し
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。

　

千
葉
新
也
校
長
は
「
こ
の
賞
は
長

年
の
地
域
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

地
域
全
体
で
い
た
だ
い
た
も
の
と
考

え
ま
す
。
児
童
は
素
直
で
純
粋
、
周

囲
の
が
ん
ば
り
を
見
て
、
自
分
も
が

ん
ば
っ
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
わ
た
し
も
こ
の

春
に
転
入
し
て
き
た
ば
か
り
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
の
活
動
が
楽
し
み
で
す
」

と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

木戸伸太郎さん與羽　彩花さん東山　寛明さん小野寺波南さん北　健市さん大道　霞美さん

2009
チャレンジデー

まちのみんなが主役　Challenge Day

5   27
気になる今年の対戦相手は？

奈良県の斑
いかるが

鳩町に決定！
　斑鳩町は人口約 28,000 人で、歴史と文化の豊かな町です。
なかでも日本で初めてユネスコの世界文化遺産に登録され
た法隆寺がある町として有名です。
　今、当町でも御所野縄文遺跡の世界文化遺産登録に向け
た取り組みが大変注目されています。
　まさに今年のチャレンジデーは歴史対決となりそうです。

＜開催日時＞　5 月 27 日（水）午前 0 時～午後 9 時
＜対象者＞　チャレンジデー当日に一戸町内にいる人であ
　　　　　　れば誰でも参加できます。
＜イベント＞　各地域での早朝ラジオ体操をはじめ、地域
　　　　　　ごとのユニークな取り組みが実施されます。
　　　　　　　詳しくはチャレンジデーニュース（チラシ）
　　　　　　をご確認の上、積極的にご参加ください。
　これまでのチャレンジデー実績は以下の通りです。
一戸町：７回目の参加（対戦成績３勝３敗）昨年は 75.3％
斑鳩町：３回目の参加（対戦成績２勝０敗）昨年は 78.4％

今年は　　月　　　 日（水）全国一斉開催 !!

     Let's Challenge Day

歴史と文化のまち

「斑鳩町」

高原野菜と縄文のまち

「一戸町」

昨年のチャレンジデー。朝の役
場前のラジオ体操ですっきり !!

昨年のチャレンジデー。鳥越地
区川原田平公民館での 1 こま。

■問い合わせ先　

　チャレンジデー一戸町実行委員会
　教育委員会生涯学習課　33-2111　内線 511

法隆寺

御所野遺跡

昨年の消防演習でポンプ操法を披露する鳥海小学校少年消防クラブ

訓練を重ね、高い士気で
防災の大切さを伝え続ける
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■みなさんの地域、職場の楽しい話題、情報をお待ちしています。
　広報担当33-2111（内線 207）まで電話でご連絡ください。 まちの話題

子どもたちのため決意新たに

　平成 21 年度転入教職員歓迎式が役場で 4 月 16 日に行わ
れ、定期人事異動による転入教職員 32 人が参加しました。
　下田和夫教育委員長は「教育現場では改革が進み、実践
力が問われている中で、やる気に満ちた先生方をお迎えで
きることをうれしく思います」と歓迎の言葉を述べました。
　会では町教育目標の唱和や町職員、町議員、教育委員な
どの紹介が行われました。鳥海小学校の千葉新也校長が転
入教職員を代表して「生涯学習の環境が整った一戸町に迎
えられたことはありがたく、同時に責任の重みを感じます。
子どもたちのために精一杯努めます」とあいさつしました。

平成 21 年度転入教職員歓迎式

式では奥中山中学校の桂武士教諭が宣誓の言葉を力強く述べました。

地域と行政の橋渡しと連携

　平成 21 年度行政連絡員会議が 4 月 23 日にコミュニティ
センターで行われ、行政連絡員 65 人が参加しました。
　会議で稲葉喗町長は「行政連絡員には日ごろ行政へご協
力いただき感謝いたします。行政連絡員は地域で公民館や
振興会などと協力して活躍する場が多くなっています。会
議の内容を地域の方にお知らせし、意義のある会議になる
ようによろしくお願いします」とあいさつしました。
　会議では説明協議事項として町から今年度の予算や主な
事業などの説明を行い、社会福祉協議会からは日本赤十字
社員増強運動についての説明などが行われました。

平成 21 年行政連絡員会議を開催

会議では社会福祉協議会福祉委員の委嘱も行われました。

文化財を守り地域の宝に

　関屋町内会（関本健一会長）では奥州街道の白子坂（現
在の西法寺舘越）の奉仕作業を行い、地域住民約 30 人が参
加しました。作業では奥州街道沿いにある廃棄物の処理や
刈払いなどの環境整備を行いました。
　この道は最近までほとんど使われることがなく、背の高
い草やつるでいっぱいでした。参加者は手際良く草やつる
を刈り払い、放置されていたトタンなどを片付ける作業に
汗を流しました。
　同日、町教育委員会では奥州街道で調査を行い、白子坂
の近くで新しい建物跡を確認しました。

奥州街道白子坂で地域住民が奉仕作業

奥州街道白子坂の奉仕作業で約 300㍍の道がきれいに整備されました。

住民待望のトンネルを起工

　鳥海地区と町中心部を結ぶ町道鳥海線トンネルの起工式、
安全祈願祭は 4 月 22 日、西法寺大平地区の工事現場で行わ
れ、関係者約 40 人が出席しました。
　式で稲葉喗町長は「トンネルは鳥海地区住民 100 年来の
念願。国や県の指導、業者の努力、地権者の協力のおかげ
でこの日を迎えることができました。工事の安全に十分に
注意されますようお願いします」とあいさつを述べました。
　鳥海線は、町総合運動公園と中里を結ぶ新町道で全長
1,305㍍、幅員 8㍍（車道 6.5㍍）。平成 23 年 4 月の道路供
用開始を予定しています。

町道鳥海線道路改良工事起工式・安全祈願祭

トンネル部分は 3 月から掘削を始め、約 120㍍掘り進んでいます。

生命、財産を守る火の用心

　山火事防止巡回広報が 4 月 15 日に行われました。この広
報には二戸地方振興局林務部や二戸地方森林組合、町消防
団など関係者 20 人が参加しました。
　二戸消防署一戸分署前で行われた出発式で稲葉秀俊産業
部長は「町では火災が相次ぎ、火災多発非常事態宣言が発
令されました（4 月 15 日現在）。林野火災はまだまだ油断
できない季節が続きますので、地域住民に注意を喚起して
いただきますようお願いします」とあいさつしました。
　参加者は消防車や広報車などに分かれて乗り込み、分署
前を出発。町内を巡回して山火事防止を呼び掛けました。

山火事防止巡回広報で

降りしきる雨の中で行われた山火事予防パレード。

声なき声に耳を寄せ

　平成 21 年度町戦没者追悼式が 4 月 23 日に町民文化セン
ター体育館で行われました。式には町遺族連合会などの約
230 人が参加しました。参加者は戦没者に祈りを捧げ、平
和への誓いを新たにしました。
　町遺族連合会の坂下嘉太郎副会長（中山大加口・74 歳）
は「私の父親は、わたしが 7 歳の時に出征し、2 年後に帰
らぬ人となりました。今でも父親の記憶は残っています。
今まで 60 数年苦労してきましたが、それは過去のこととし
て今後は町の発展や子どもの教育など、未来に向かいがん
ばって行きたい」と昔日の思いと決意の言葉を話しました。

戦没者追悼式を挙行

献花では戦没者に祈りを捧げる長い列ができました。

Town Topics
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　先月号の当選者は、女ケ沢悦子さん（高善寺）、岡田真希さん（高
善寺）、中嶋真智子さん（奥中山）です。おめでとうございます。

～一戸町共通商品券～（1,000 円分）３人にプレゼント！
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楽しい学童クラブ紹介
春の陽気の下、元気いっぱい遊んで学ぶ小鳥谷学童クラブです。

町
の
文
芸

★
一
等
星

広報クイズ

短　

歌

俳　

句

※中央の模様は、柴田外男広報編集委員（中山大塚）がデザインしました

一歳にな たよ
っ

♪ ♪

一歳
にな たよ

っ
♪ ♪

中島 優
ゆう

佑
すけ

ちゃん
（奥中山西田子）

平成 20 年 2 月 13 日生まれ

お父さん　信幸さん
お母さん　ユカリさん

お父さん、お母さんから一言

元気でたくましく育ってね♥

花下 香
か

菜
な

乃
の

ちゃん
（中山大塚）

平成 20 年 3 月 19 日生まれ

お父さん　浩之さん
お母さん　美起さん
お父さん、お母さんから一言

明るく元気に育ってね♥

上平 寛
ひろ

稀
き

ちゃん
（一戸砂森）

平成 20 年 2 月 12 日生まれ

お父さん　和彦さん
お母さん　真由美さん

お父さん、お母さんから一言

元気で丈夫に育ってね♪
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馬場 星
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那
な

ちゃん
（一戸砂森）

平成 20 年 2 月 13 日生まれ

お父さん　達郎さん
お母さん　恵さん
お父さん、お母さんから一言

♥元気にすくすく育ってね♥

　　 ◎この春、学童クラブに入った 1 年生のお友達に小学校でがんばりたいことを聞きました

✿小姓堂　涼
りょう

平
へい

さん：強くてかっこ良くなり
　　　　　　　　　　たいので、柔道をやっ
　　　　　　　　　　てみたいです。

❀仁昌寺アイカさん：プールが今から楽しみ
　　　　　　　　　　です。7 メートル泳ぐこ
　　　　　　　　　　とが目標です。

❀関　萌
め

衣
い

さん：小学校で早く漢字を習って、
　　　　　　　　自分でいろいろな漢字を書
　　　　　　　　いてみたいです。

✿仁昌寺　響
きよう

さん：泳ぐのが大好きなので、　
　　　　　　　　　小学校のプールがとても
　　　　　　　　　楽しみです。

❀篠畑はづきさん：漢字が大好きなので、小
　　　　　　　　　学校では漢字をがんばり
　　　　　　　　　たいです。

✿田中　克
かつ

樹
き

さん：小学校では算数をがんば
　　　　　　　　　ります。かけ算をやって
　　　　　　　　　みたいです。
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■その他　①雨天時は屋内運動場で開催します。
　②必要な衣類・飲み物などは各自でご用意ください。
■問合せ　上記まで（33-4444 ／ FAX33-4445）

読んでみて　無限の楽しさ　胸いっぱい　（平成 20 年度読書推進標語奨励賞作品）

今日は読書びより

　『セコムが教える防犯プロのアドバイス』　　
セコムＩＳ研究所／編者、 日経ＢＰ社、 2006 年

　日常生活の中で、数多くの犯罪がひそんでいます。悪質な
詐欺にひっかからないためには、侵入犯からわが家を防御す
るには？本書では、防犯のプロとして蓄積してきた経験や長
年の研究成果を生かし、日常生活の危険から身を守るすべを
一般向けに書き下ろした「実践ハンドブック」です。

町の情報ステーション 「エコロジー」
　「水道の水を出しっ放しにしない」「ハンカチを持ち歩
く」「テレビの電源は元で切る」などなど…。どれも小
さいことですが、立派なエコ！今月は図書館から始める
あなたのエコロジー生活特集です。

こどもの本の特集は「施設見学」

　いつもは見ることができない工場などの施設。施設の
中やものがつくられる仕組みがわかる本を集めました。
思いがけない発見があるかもしれません。
▼図書館今月のイベント情報

・おはなし会　　　　　　　　　    5 月   9 日㈯ 10：30 ～
　対象：幼児～小学生
・とことこおはなし会　　　            5 月 19 日㈫ 11：00 ～
　対象：3 ～ 5 歳児
・としょかん映画会　　　　            5 月 23 日㈯ 11：00 ～
対象：幼児～小学生　「たろうのおでかけ」　約 24 分

新刊紹介

図書館だより

31-1400　休館日5月11・18・25日　開館時間　火～金10:00～19:00　土日祝9:00～18:00

『入らずの森』

宇佐美まこと著、 祥伝社刊

『危ないお医者さん』

富家　孝著、 ソフトバンク刊

総合保健福祉センターだより

32-3700　保健係・福祉係・児童係

　「禁断の森」で交錯した時、平
穏な日常が狂い始める…。
　静かな森の描写に、人間の怨念、
そして狂気が不気味にマッチし、
結末では森にひそむ正体がわかっ
ていきます。ミステリー・ホラー
小説です。

 　医師であり、また辛口の医事
評論家としても知られ、さらに自
身も家族の医療事故で苦しんだ経
験をもつ著者が、命を託せる病院、
医師の見極め方を徹底アドバイス
しています。
　「名医とは探すものではない、
患者が育てるものだ」（本文より）。

運動公園だより

33-4444年中無休（年末年始は除く） 　開園時間9：00～21：00

地域包括支援センターだより

32-3700　内線603・612・616　地域包括支援センター

【介護や健康のこと】 

　要介護認定を受けたい、要介護認定の申請をしたが、

非該当と認定されたなど、サービスの利用についてのご

相談をお受けします。

　今の健康を維持したい方は、各地区で介護予防教室な

どを開催していますので、お気軽にご相談ください。

【権利を守ること】 

　高齢者をねらった悪徳商法や多重債務などでお悩みの

方はご相談ください。

　また、これからの財産管理に自信がなくなってきた方

などは、日常生活自立支援事業や成年後見制度を利用す

ることができます。その他、高齢者が虐待を受けていたり、

発見した方はすぐにご連絡ください。早期に対策をとる

ことが大切です。

【総合相談】

　近所の一人暮らしの高齢者を最近見かけない、地域の

中にどんなサービスがあるか知りたいなど、どんなお悩

みでもご相談ください。必要に応じて関係機関を紹介し

たり、支援をします。また、ご本人だけでなく、その家

族や近所に住む高齢者に関する相談も受け付けています。

【暮らしやすい地域のために】

　地域包括支援センターでは、住み慣れた地域で安心し

て暮らすことができるよう、さまざまな職種や機関と連

携するためのネットワークづくりを進めています。

　自宅でも施設でも途切れることなく、一貫して支援が

受けられ、地域で暮らし続けることができるように高齢

者の生活全体を支えていきます。

　…以上のような悩みがあればお気軽にご連絡ください。

HealthSports

Books Health

　「健康いちのへ 21プラン」では、妊婦・未成年の喫煙防止を目標に掲げ、妊

婦の喫煙率を平成 22 年度までに 0％にすることが目標です。昨年度の実績は

5.1％。喫煙に関連する病気はがん、脳梗塞、心筋梗塞など全身に及びます。

　未成年の喫煙はがん、心臓病の危険性がより高く、妊娠中の喫煙は早産、低

体重児、流産などに影響します。火のついたタバコから立ち昇る「副流煙」は

喫煙者が吸い込む「主流煙」に比べ、はるかに多くの有害物質を含んでいます。

　特に妊産婦や子供のいる場所では、たばこを吸わないようにしましょう。

◎喫煙をやめた直後から見える禁煙の効果

　

　今さら禁煙しても遅いと思う方でも、禁煙で生活習慣病の予防や改善につな

げることができます。禁煙の悩みがある方は、上記までぜひご連絡をください。

■日時　　①５月 16 日（土）9：30 ～ 11：00　　　　
　　　　　②５月 21 日（木）18：00 ～ 19：30
■会場　町総合運動公園　 サンビレッヂ陸上競技場
■内容　・走る動作に効果的なストレッチを覚えよう
　　　　・手と足をじょうずに使って走ってみよう
　　　　・スタートダッシュが得意になろう
　　　　・速く走るための自宅練習法を覚えよう
　　　　・自分にあった速く走れるコツを見つけよう
■対象者　（初級クラス）小学校１年生～小学校４年生
　　　　　（中級クラス）小学校５年生～中学校３年生
■参加料　１回 200 円（施設使用料、照明料含む）
　　　　※いちのへサンビレッヂクラブ会員は無料です
■定員　各クラス 20 名
■申込み　別途申込書（配布用チラシ）を FAX されるか、
　　　　電話で氏名・学校名・学年・連絡先をお伝えく
　　　　ださい。参加料は当日受付でお支払い願います。

陸上記録会や運動会の前にちょっとだけ魔法を…

「走り方教室」に参加してみませんか？
★徒競走やリレーが楽しくなる走り方の秘けつをアドバイス＆練習をします★

・禁煙１分後…………… タバコのダメージから回復しようとする機能が働きはじめる。
・禁煙 20 分後…………   血圧・脈拍・手の温度が正常になる。
・禁煙 24 時間後………   心臓発作の確率が減る。
・禁煙 48 時間後………   匂いと味の感覚が復活しはじめる。
・禁煙 48 ～ 72 時間後… ニコチンが体から完全に抜ける。
・禁煙 72 時間後………… 気管支の収縮がとれ、呼吸が楽になる。肺活量も復活しはじめる。
・禁煙 1 ～ 9 ヵ月後……  慢性症状（せき・疲労感・息切れなど）が改善する。
・禁煙 5 年後……………  肺がんになる確率が半分に減る。
・禁煙 10 年後…………… 前がん状態（がんになる手前の状態）の細胞が修復される。
　　　　　　　　　　　  口腔や咽頭、食道、膀胱、腎臓など、 がんになる確率が減る。

こんにちは。地域包括支援センターです。

こんなとき、こんなことはお気軽にご連絡を。

地域包括支援センターにご相談ください。

日常生活の中で、数多くの犯罪がひそんでいます。悪質な

穏な日常が狂い始める…。
　静かな森の描写に、人間の怨念、
そして狂気が不気味にマッチし、
結末では森にひそむ正体がわかっ
ていきます。ミステリー・ホラー
小説です。

 　
評論家としても知られ、さらに自
身も家族の医療事故で苦しんだ経
験をもつ著者が、命を託せる病院、
医師の見極め方を徹底アドバイス
しています。
　「名医とは探すものではない、

５月31日～6月6日は禁煙週間です。
 

■保健カレンダー

・乳児・1 歳児健診

　6 月  2 日 ㈫　 13:00 ～　保セン
・2 歳 6 カ月児健診

　5月 28 日㈭　 13:00 ～　保セン
・3 歳児健診（1 歳 6 カ月児含む）

　5月 26 日 ㈫　 13:00 ～　保セン
・3 歳児お誕生月歯科相談

　5月 19 日 ㈫　    9:30 ～　保セン
・ＢＣＧ予防接種

　5月 18 日 ㈪　 13:00 ～　保セン
・精神保健　社旗復帰支援事業

　デイケアつくし会

　6月 4 日㈭　 10:00 ～　保セン
※参加に興味のある方は下記まで
　ご連絡ください。
・こころの悩み事相談：必要に　
　より専門医が相談に応じますの
　でご相談ください。
・助産師が妊産婦・新生児など　
　の家庭訪問を行ってます。
詳しくは保健係（32-3700）まで

■保健カレンダー



　

一
戸
町
に
ま
た
一
つ
新
し
い
食

材
が
誕
生
し
た
。
ド
イ
ツ
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の
ソ
ー
セ
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ハ
ム
で
あ
る
。

　

奥
中
山
の
酪
農
家
の
子
弟
が
五

年
ほ
ど
ド
イ
ツ
で
修
行
し
て
き
た

と
い
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難
し
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マ
イ
ス
タ
ー
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試
験
に
合
格
し
、
そ
の
資
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も
取

得
し
た
ら
し
い
。
今
、
立
ち
上
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り
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時
期
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で
岩
手
ハ
ム
の
器
具
が
あ
る
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借

り
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指
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も
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け
て
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造
を
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め
て
い
る
。

　

い
わ
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ツ
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あ
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。

　

ま
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。
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。

　

い
ず
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く
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て
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。

　

先
ご
ろ
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ュ
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五
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連
休
に
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せ
て
、
新
メ
ニ
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行
わ
れ
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。
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ッ
ト
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。
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幼
い
子
供
が
多
い
の
で
、

新しい食卓
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「山菜採りに伴う遭難を防ごう」
　

　昨年５月、一戸町内ではタケノコ採りに入山して遭難
する事案が３件連続で発生し、消防団などの協力のもと
捜索活動が行われました。
　いずれも西岳山頂の気象庁観測レーダー付近から入山
し、方向感覚を失い、戻り道が分からなくなったもので
した。
　また、遭難された方も西岳でのタケノコ採りは初めて
ではなく、いわゆる「経験者」の方でした。

　たとえ、慣れた山でも油断は大敵です。以下のことに
注意し、収穫よりも安全第一を心がけて行動しましょう。
●出かける前に行き先や帰宅時間を家族に知らせ、早出、
　早帰りを心がけましょう。
●万一のため、食料や懐中電灯を持ちましょう。また、
　クマに遭遇する恐れもありますので、鈴やラジオなど
　音の出るものも持ちましょう。
●万が一遭難したら、夜間は歩き回らずに救助を待ちま
　しょう。

一戸交番だより

件　数 前年数 前年比
人身事故 6 件 10 件 ▲ 4 件
死者 　　0 人 　　0 人 ─
傷者 　9 人 11 人 ▲ 2 人
物損事故 54 件 50 件 　4 件
飲酒運転検挙 　0 件 　0 件 ─

※３月中の物損事故は 21 件（前年 10 件）と急増しました。
　気候も良くなりうっかり運転やわき見運転が原因と思われ
　る「追突」が大半を占めました。
※３月中の飲酒運転検挙者はありません。

◎平成 21 年の交通事故発生状況【3 月末現在】

　総務省では、国の役所や独立行
政法人特殊法人などの仕事をはじ
め、県や市町村が国から委任され
たり国の補助金を受けて行ってい
る仕事について、皆様が日ごろ感
じている不満や要望をお聞きし、
その改善を図る ｢行政相談｣ を行っ
ています。
　行政相談委員が、皆様からの相
談に応じますので、お気軽にご利
用ください。相談は無料で、秘密
は守られます。
■相談内容

　道路・河川・年金・登記など
■日時　5月 18日㈪～24日㈰
■行政相談委員

　佐藤一成氏（広全寺住職）
■場所　一戸町役場
[問] 税務町民課　住民係
　　　　　33-2111　内線125

春季行政相談強調週間

33-3059　一戸交番

[問]＝問合せ、申込み先

■一戸町行政相談委員

　・佐藤一成氏（広全寺住職）
　・住所　一戸字大沢25番地9
　・電話　32-2666
　役所の仕事や手続き、サービス
についての苦情、制度や仕組みが
分からない、説明や対応に納得い
かない、こうしてほしい、どこに
相談してよいかわからないなどが
ありましたら、気軽にご相談くだ
さい。
※相談無料。秘密は守られます。
[問] 税務町民課　住民係
　　　　33-2111　内線125

行政相談委員の紹介

　平成 21年度春期麻しん風しん予防
接種を下記の日程で実施します。通知
は個人通知で行います。
　対象は平成 19年 10 月 1日～平成
20年 3月 31日生まれの方および2歳
までの方です。ただし、すでに麻しん
風しんの予防接種を受けた方、または
麻しん風しんに罹患した方は除きます。
該当者はもれなく接種を受けられます
ようお知らせします。
　なお、都合により指定期間に接種で
きない方は、下記問い合わせ先までご
相談ください。また、対象の方で通知
が届いていない方はご連絡ください。
■実施月日

　5月 20日㈬・27日㈬、6月 3日㈬
■受付時間　13:00～ 13:30
■場所　岩手県立一戸病院小児科外来
[問] 健康福祉課　保健係　
　　　　　　　32-3700　内線613

平成 21 年度春期麻しん風しん
予防接種 ( 第１期）について

　一戸町総合保健センターの障がい者
用トイレに、オストメイト対応トイレ
設備を設置しました（サラダボウルこ
ずやに続き２ヵ所目）。ストーマ装具（蓄
尿袋など）の交換や装着、洗浄などが
行えますので、装具をご使用の方にご
活用ください。
■利用時間　平日8：30～ 17：30
■場所　一戸町総合保健福祉センター
　　　　(県立一戸病院の隣り )
[問] 健康福祉課　保健係　32-3700

オストメイト対応トイレ設備を
設置しました

　就業を希望する女性を対象とした技
術講習として、今年度は介護員２級課
程 (ホームヘルパー養成研修 )を開催
します。全講習日程を終了できる方が
対象者となります。
■開催日　6月 23日～9月 8日
　　　　　(講習日数27日 )
■場所　二戸地域職業訓練センター
■受付方法　5月 7日～ 28日の期間
　に講習場所にて受付けます。
■選考方法　申込書・聞き取りで選考
■選考日時　5月 29日㈮　13：00～
■選考場所　二戸地域職業訓練センター
[問] 二戸地域職業訓練センター23-3040

介護員 ( ヘルパー ) 養成講習開催

　平成 21年度の定期総会を下記によ
り開催します。会員並びに入会を希望
される方の多数の参加をお願いします。
■日時　5月 29日㈮　11：00～
■場所　来田保養センター
■申込先　随時受付けますので、総合
　保健福祉センター内協会事務局まで
　申し込みください。
■参加費など　協会年会費1,500円　
　　　　　　　 総会親睦会費500円
■送迎バスの運行予定

①中山、小鳥谷方面（役場マイクロバス）

元宇別小前 9:30 →高屋敷バス停
9:35 →中山農協前 9:40 →旧中山入
口 9:43 →東田子入口 9:48 →小繋駅
前 9:50 →道地バス停 9:55 →上平商
店前 9:57 →小鳥谷診療所前 10:00 →
野中バス停 10:02 →根反入口 ( 国道 ) 
10:05→保養センター10:40
②鳥越、楢山方面（役場ハイエース）

八木沢入口 ( 旧国道 ) 10:05→川原田平
（交差点）10:10→鳥越観音前10:12→
千本桂前10:17→平船向入口10:20→
元楢山小学校入口 10:23 →保養セン
ター10:40
③平糠、一戸方面（社会福祉協議会バス）

畠山商店前 9:45 →一戸駅前 10:15 →
高齢者創作館前10:18 →小森スポーツ
前10:20→一戸高校前10:23→保養セ
ンター10:40
[問] 町身体障害者福祉協会事務局
　　健康福祉課　32-3700内線607

町身体障害者福祉協会からお知らせ

　盛岡地方裁判所と各支部では、制度
をより理解していただき、みなさんの
疑問や不安を少しでも解消するために、
裁判所の見学説明会や、出前講義など
を行なっています。お気軽にお問い合
わせください。
[問] 盛岡地方裁判所総務課庶務係　
019-622-3165　Fax019-652-4088
盛岡地方裁判所二戸支部　23-2591
Fax23-2639　裁判員制度ウェブサイト 
http://www.saibanin.courts.go.jp/

裁判員制度いよいよ始動！

町　　勢
スケッチ

一戸町長
稲葉　暉
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☆お誕生おめでとう

　名　前　        保護者　住 所
西山　遥

は る

香
か

　洋之　一戸樋ノ口
川村　桃

も も

花
か

　昭博　高善寺大川鉢
田頭　翔

しょう

太
た

　茂美　小鳥谷小性堂
竹内　一

か ず

馬
ま

　信之輔　一戸砂森
立山　美

み

月
づ き

　敬裕　中山大塚
釜石　采

さ

織
お り

　敏彦　奥中山西田子
西舘　琉

は る

摩
ま

　勝利　宇別本村
駒木　結

ゆ い

斗
と

　政人　中山大塚
桂　蒼

あ お

依
い

　　武士　小鳥谷野中
高畑　敦

あ つ

士
し

　博志　高善寺蒼前久保
♡お結婚おめでとう

　　　名　前　  　住   所
　地蔵堂　正和　根反中村
　高橋　幸子
　澤口　俊裕　　中山大塚
　高橋　久美子
　古舘　和　　　出ル町
　小笠原　静
　冬部　克己　　一戸大沢
　久保　江津子
　中嶋　繁一　　中山大塚
　閻　麗平
　東山　智司　　小友釜屋敷
　上村　千秋
　柴田　勉　　　月舘只屋敷
　ジュディリアブグクック　イメルダ
　野中　信幸　小鳥谷穴久保　 
　野中　貴子　　　　　　　　※
■ごめい福をお祈りします

名　前　　　  住　所          年齢
大道　正一　　小友椛ノ木　　81
安木　安蔵　　小鳥谷上里　　86
露木　トヨ　　一戸向町　　　98
高澤　博　　　月舘赤屋敷　　88
稲葉　精市　　鳥越過利石　　88
猿ヶ澤　キヨ　楢山猿ヶ沢　　79
前田　仁太郎　西法寺諏訪野　77
釜石　十助　　中山軽井沢　　85
佐藤　サダ　　奥中山西田子　85
中村　ミサオ　女鹿上女鹿　　77
山本　金作　　高善寺古舘平　81
小姓堂　ナカ　小鳥谷小性堂　92
苫米地　儀蔵　高善寺野田　　60
冬部　喜八　　一戸蒔前　　　64
三合堂　房子　根反中村　　　82
中村　チヨ　　姉帯門前　　　97
丸一　敬吉　　一戸蒔前　　　82
※広報への掲載を希望しない方は、届出

　の際に戸籍係にお申し出ください。
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町民割引券について

　奥中山高原ではまちの皆さんが

温泉を利用しやすいよう、右の割

引券を発行します。

　点線で切り取り、入浴時にフロ

ントに提出すれば右記の料金にな

りますので、ぜひご利用ください。

人の動き（4 月 1 日現在）
人　口     14,931 人（－ 113 人）
　男　        7,201 人 （－ 55 人）
　女　        7,730 人 （－ 58 人）
世帯数 5,814 世帯（ － 22 世帯）
　　　　　        （　）は前月比
転　入             53 人  （ 104 人）
転　出           151 人 （  203 人）
出　生             10 人  （   26 人）
死　亡             25 人  （   84 人）

（ ）は平成 21 年 1 月からの累計

  14 ～ 31 日　 コミセンロビー展
   　　 　　　能狂言面展

    　　          9：00 ～ 17：00

   23日㈯　としょかん映画会

　　　　　 町立図書館
    　　　　 11：00 ～ 11：30

　24日㈰　手づくり市

　　　　　手技工芸館    　　　　 
　　　　　 10：00 ～ 13：00

　24日㈰　わわわのステージ

　　　　　コミュニティセンター
　　　　　 14：00 ～ 15：30

　27日㈬　チャレンジデー

　　　　　町内各地   　　　　 　
　　　　 　0：00 ～ 21：00

　7日㈰　 高森高原まつり

　　　　  高森高原　

　　　　　10：00 ～ 15：00

　7日㈰　 馬淵川ふるさと

　　　　　クリーンデー

　　　　  町内各地

５月

６月

イベント

朝朱の湯大浴場

i ショップホームページ　http://waza.town.ichinohe.iwate.jp/

※携帯電話で左のバーコードを読み取るか、上記のURL からご覧ください

♨奥中山高原温泉

町民割引券（H21.6.30 まで有効）

　この券で朝朱けの湯・煌星の湯の日帰
り入浴（貸しタオル、ヨーグルトなし）
を下記金額でご利用できます。本券 1 枚
につき 1 人有効。
　　　 　　　  ◇煌星の湯　 ◇朝朱の湯

おとな　  600 → 500 円 　500 → 400 円
こども  　300 → 250 円 　250 → 200 円    

戸籍だより （３月届出分）

★保育施設開放★

鳥海保育所　　　　　 32-2220       

小鳥谷保育所    　   　34-2524

奥中山保育所      　 　35-2319

は 5 月 12 日 ( 火 ) 9：30 ～ 12：00

一戸子供の家保育園  33-2859

◎「子育てサークルのびのび」は、

平日の月・水・金　 9:30 ～ 14:30

※場所は、旧総合保健福祉センター

■日時　5月26日㈫、6月9日㈫
　　　   10：00～ 15：00
■場所  二戸市役所   ※ 1日10人まで
■予約受付　二戸市　生活環境課
[問]二戸市生活環境課　23-3111
　　岩手弁護士会019-623-5005

二戸地区無料法律相談

5 月    12 日㈫　 心の悩み事相談
　　　　　　　　13：00～ 17：00
　　　14日㈭　 心配事相談
                             13：00 ～ 16：00
　　    25 日㈪　 介護相談
                             13：00 ～ 15：00
 　　   26 日㈫　 心の悩み事相談
　　　　　　　　13：00～ 17：00
　　　28日㈭　 心配事相談
                            13：00 ～ 16：00
[問]まちの健康相談室　33-4535

まちの健康相談室からお知らせ

■休日当番歯科医　▼診察時間 9:00 ～ 12:00 ■休日当番医　▼診察時間 9:00 ～ 17:00

■日時 6 月 11 日㈭  13:00 ～ 15:00
■場所　二戸市総合福祉センター
[問]二戸・久慈地域産業保健センター
　　　　　　　　　　　　23-4466

働く人の心とからだの
医師による無料相談

月日 医療機関 地区 電話 医療機関 地区 電話
５月 10 日 ますだ歯科クリニック 二戸 26-8282 小野寺クリニック 軽米 46-2822

17 日 菅原歯科クリニック 二戸 23-1180 おりそ内科・循環器
クリニック 二戸 22-2251

24 日 ムカイダ歯科
クリニック 軽米 46-4636 浄法寺診療所 二戸 38-2021

31 日 小野寺歯科医院 一戸 33-3050 松井内科医院 一戸 33-2201

6 月 7 日 菅歯科 二戸 23-5161 菅整形外科皮膚科
クリニック 二戸 23-7311

14 日 奥中山高原歯科クリニック 一戸 35-2951 川村医院 二戸 23-3252

♨奥中山高原温泉

町民割引券（H21.6.30 まで有効）

　この券で朝朱けの湯・煌星の湯の日帰
り入浴（貸しタオル、ヨーグルトなし）
を下記金額でご利用できます。本券 1 枚
につき 1 人有効。
　　　 　　　  ◇煌星の湯　 ◇朝朱の湯

おとな　  600 → 500 円 　500 → 400 円
こども  　300 → 250 円 　250 → 200 円    
 

まちの
お知らせ
ひろば２ 

i はいちのへの
      頭文字です

お知らせ

■日時　 5 月 27 日㈬ ・ 6 月 11 日㈭
　　　　10：00～ 15：00
■場所　二戸地方振興局 1階
　　　　消費生活相談室
■対応弁護士　岩手弁護士会所属
[問]二戸地方振興局　　  23-9201
※前日までに電話で予約してください。

多重債務者弁護士無料相談
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藤島のフジ講座を開催します

　｢藤島のフジ｣ の樹齢、歴史的背景、
樹勢状況、フジが好む環境、フジの管
理などについての講話です。受講料無
料です。ぜひご参加ください。
■日時　5月 22日㈮
　　　　19：00～ 20：00
■場所　小鳥谷公民館
■講師　一戸町文化財調査専門委員
　　　　野田坂伸也氏
■主催　小鳥谷振興会・小鳥谷公民館
[問] 小鳥谷公民館　34-3315

　小指を使い、あやとりのように組み
上げてひもを作ってみませんか。
■日時　5月 24日㈰　9：30～
■場所　御所野縄文博物館
■費用　300円
■対象　小学校5年生以上　　
■定員　20名
[問] 御所野縄文博物館　32-2652

「手づくり体験　小指組ひも」
を作ろう !!

　馬淵川河川敷及び地域の一斉清掃活
動として馬淵川 ･ふるさとクリーン
デーを開催します。各町内会ごとに清
掃箇所をお願いしていますので、町民
皆様の参加ご協力をお願いします。
■実施日　6月 7日㈰　
[問] 水環境課　33-2111　内線225

馬淵川 ･ ふるさとクリーンデー
にご協力お願いします

　自動車税の納税義務者の方は、4月
下旬に地方振興局から送付されている
納税通知書で、6月 1日までに金融機
関などから自動車税を納めましょう。
[問]二戸地方振興局企画総務部税務室
　　　　　　　　　　　　23-9254

自動車税の納期限は
6 月 1 日です

いわて子どもの森
５月のイベント

　いわて子どもの森、５月のイベント
を紹介します。皆さんお誘い合せの上、
遊びに来てください。
■16日㈯ちょくペタ紙芝居をつくろう
雑誌やチラシから写真をチョキチョキ・
ペタペタ。自分のストーリーつくろう。
・時間：13：00～ 15：00
・対象：5歳以上15人
・参加費：200円
■17日㈰「開店！ピッツァ・モリーノ」
今年もピザ窯オープンの季節がやって
きた！焼きたてピザを家族で食べよう。
・時間：10：30～　1日 6回実施　
・対象：各回3家族
・参加費：1家族500円
■23日㈯ぐるっと探検森バージョン
なぞをときながら、森を探検しよう！
・時間：11：00～ 14：30
・対象：どなたでも
・参加費：無料
■24日㈰うたってあそぼう
地元のボランティアサークルがやって
くる。親子みんなで楽しめます。
・時間：13：00～ 14：00
・対象：どなたでも
・参加費：無料

■30日㈯「クラフト屋台」
子どもの森オリジナルのクラフトキッ
トが登場！だれでも手軽に作れます。
・時間：13：00～ 15：00
・対象：どなたでもOK
・参加費：キット 1つ 20円～ 100円
■31日㈰おしごとトレイン
いつもは “子ども限定 ”の写真館。今
日は特別に家族みんなで写真を撮るよ。
・時間：13：00～ 15：00
・対象：家族単位でどなたでもOK　
・参加費：300円
[問]いわて子どもの森　35-3888

「
み
ん
な
来
て
ね
!
」

　町では、今年度「一戸農業振興地域
整備計画」の見直しを行います。農地
を農地以外の土地に変更するときには、
「農振除外」の手続が必要となります。 
手続きは原則として５年に一度の計画
の見直し時期にしかできません。５月
29日までに申し出をしないと、今後５
年間手続きできなくなりますので、ご
注意くださるようお願いします。
[問]産業課　農業振興係　33-2111
　　　　　　　　　　  内線 254・255

農振除外の手続きは
５月 29 日までに


